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岡山実験動物研究会の30年間の活動
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臨時特別講演会 昭和 60年 11月5日(火)15:10-
岡山大農学部講義室特別講演1題 rNewinbred and 
congenic strains mice developed for biomedical 
research in PolandJポーランドにおいて医学生物
学研究用に対して新しく開発された近交系マウスな





























































































rInterractions of some trace element nutrients 
and xenobiotics metabolismJ Dr.G.Stanley Smith 
(Department of Animal and Range Sciences， New 
Mexico State University， Professor)。
第17回研覧会 昭和63年 12月10日(土)15:00-



































































































































































特別講演会 平成9年3月 6日(木)15:00- 岡山大
学農学部講義室 特別講演 fRecentcytogenetic 
investigat ion in li vestocks in Europe -an overall 
view J Dr.Gerald Stranzinger (Swiss Federal 
Institute of Technology， Professor)。
























































発J斎藤正信 l・大減匡豊 1・銀 一之 2・橋詰俊雄 2




















































































大岩一雄 1.丸山みゆき 1・佐藤尚行 2・山崎章弘 2• 




第44回研究会(創立 20周年記念大会) 平成 14年





























学的解析 Geneticanalysis of the ypc mouse with 
poor coat phynotypeJ外甚賢太郎 1氏・辻岳人， . 




























rskeletal fusion with sterility(sks)突然変異マ
ウスの分子遺伝学的解析J秋山耕陽 1氏・野口純子 2.













































第51回研究会 平成 18年 6月 23日(金)13:30 





































隆 l氏 ・辻岳人 1・神谷宣広 Z・竹田晴子 3・三品裕
司2・国枝哲夫各先生(1岡山大大学院・自然科学研究


































































































































































月春佳 1、塩野崎和美 5、黒岩麻里 4各氏 (1岡山理科












































































命科学専攻)第 50回研究会平成 17年 12月2日
O実験用ラット研究の進展 芹川忠夫先生(京都大
大学院・医学研究科附属動物実験施設・教授)第


























ON開 inbredand congenic strains mice developed 



























会昭和 63年 12月 10日
()B.sic research in teratology Dr.G.H. 
Schumacher (Rostock University， Professor) 















































































()Recent cytogenetic investigation in livestocks 
in Europe--an overall view 



































































46回研究会平成 15年 11月 28日
OIn vitroとInvivoのはざまで沖垣達先生(重
井医学研究所名誉所長・本会理事)第47研究会









第 51回研究会平成 18年6月 23日
0実験動物としてのショウジョウパエ 百回龍輔先
生(岡山大大学院・医歯薬学総合研究科・人体構成







































































































勝氏(日本クレア)第 U回研究会昭和 61年 9月
13日 話題提供2題
uTg動物飼育用ラック「ルフテンTgJの開発j 斎
藤正信 1・大城匡豊 1・銀一之 2・橋詰俊雄 2各氏・













42回研究会平成 13年 1月 30日
0株式会社ナノレクのピーグ/レ生産事業・実験動物受
託飼育事業の概要 橋本匡司 1・桜田新一 1・大岩
一雄 1.丸山みゆき l・佐藤尚行人山崎章弘 2・大
島誠之助 l各氏 (1糊ナルク、 2日本農産工業開)、第
43回研究会平成 14年6月7日
0有限会社山本理化の事業概要 山本義明氏((有)





ス・ピー)第44回研究会平成 14年 1月 29日
O動物実験製品紹介一医療機器メーカーからの視点
からー」平林白一・鴻池将義各氏(泉工医科工業


















































































センター ・畜産研究所) 第 23回研究会平成4年
6月20日
0岡山大学農学部・薬学部動物実験施設 第 35回研









Conventional publication contents in Proceeding of Okayama Association 






















































































































































































































































































Change of Physiological and Psychological 
Functions Based on the Combination of Early 






















































































































































































The Development of Laboratory Animal Science in 
China and Japan 






























Evaluations of River-eco charcoal on the blood 
routine and blood biochemical values in rats 
Y. Kurabayashi， J.M. Tang， E.Q. Liu， 










































































































































































































































































































































望(第3報) 笹岡香織・JonnaA. K. Mazet・石井猛
ICR系マウスの遺伝子資源としての有用性
施設めぐり
山本美江・内尾ー山田こずえ・高野薫・
小倉淳郎・浅野敏彦・中川雅郎
倉敷芸術科学大学動物実験室および教育動物病院
古本佳代・前田憲孝・神田鉄平・加計悟・
湯川尚一郎・村尾信義・古川敏紀
研究会だより
第 61、62回研究会、理事会報告
賛助会員による広告(8社)
第29号 :2013年 4月発行
創立30周年記念写真
あいさつ
岡山実験動物研究会の再出発(最終版:2012年度)
36 
会長三谷恵一
岡山実験動物研究会2013ー 2014年度会長の新任によ
せて 新会長織田銑ー
創立30周年記念特集
岡山実験動物研究会創立30周年を記念して
猪貴義
岡山実験動物研究会創立30年を祝す 栗本雅司
岡山実験動物研究会創立 30周年を迎えて 倉林譲
岡山実験動物研究会の30年間の活動 佐藤勝紀
記念講演要旨
安全の科学とリスクコミュニケーション 唐木英明
招待講演要旨
実験用ラット研究の進展 芹川忠夫
特別講演要旨
一級実験動物技術者特例認定制度の課題と展望
大和田一雄
脊髄を介するグレリンの大腸運動促進作用
平山晴子・椴木勝巳・椎名貴彦 ・志水泰武
物質輸送における細胞関連携の重要性:心臓組織お
よび内耳血管条組織を例として 安藤元紀
岡山実験動物研究会 30年のあゆみ 佐藤勝紀
寄稿
マウス子宮内膜におけるインスリン様成長因子結合
タンパク質3の役割前川哲弥・竹内栄・高橋純夫
名水による生物生体に対するミコフ式・環境療法の
研究(第4報) 石井猛・岡田敏彦・山村勲・
有元昭則・有元治司・和田恭介
施設めぐり
神戸大学大学院医学研究科附属動物実験施設
塩見雅志・伊藤隆・小池智也・中村俊一
案内
日本実験動物技術者協会第 47回総会 in晴れの国
岡山
研究会だより
第旬、 64回研究会、理事会報告
賛助会員による広告(7社)
会員名簿、組織・会則は第2号(1984)から、また
研究会だより「会費に関する内規jは第 14号(1997)
から、さらに「会報投稿規程」は第 17号(2000)から
掲載されています。
